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カラスのねぐら内部の気温比較

中村純夫

大阪府立清水谷高等学校.〒543-0011大阪市天王寺区清水谷町２－４４

ハシボソガラスＣＯパﾉugcomﾉ7eとハシブトガラスｃｍａｃｍﾉ冒w7c加s(以下では一括してカラス類とす

る)により形成されたねぐらの季節的変動については,大阪府北東部で1989年から1993年にかけて

行なわれた調査によって,１．早春から盛夏にかけての気温の上昇期には,ねぐらの数が増加し,そ

の場所も平地部から山際,さらに山間部へと拡大し(拡大期)，秋から初冬にかけての気温の下降

期にはねぐらの数が減少して,その場所も山間部から山際,さらに平地部へと縮小する(縮小期）

(中村2003)，２.ねぐらの成立･消滅は拡大期には最低気温の極大域で,縮小期には最低気温の

極小域で起こる(中村2004)，の２つの特徴が認められている.これらの事実は,気温がねぐら場所

の季節的な変化に関与していることを示唆している.暑い季節は山間部のねぐらが涼しく,寒い季

節は平地部のねぐらが暖かい場合,季節的に山間部と平地部のねぐらを使い分けることは,体温調

節にかかる代謝量を節約するうえで有利になる,ということが考えられる．

北欧では,ねぐら内部の気温を測定し,コクマルガラスＣｍｏ"e伽ａｓが都心部のねぐらと郊外の

ねぐらを利用した場合のエネルギーコストを比較する研究がなされている(GyllinetaⅢ977)．しか

し，日本国内ではカラス類のねぐら内部の気温を測定し,ねぐらの利用との関係を論じた研究はな

いそこで,大阪府北東部のねぐら(中村2003)のうち,早春から初夏と秋に形成される山際のねぐ

ら(高槻市摂津峡三好山での春ねぐらをＭ１,秋ねぐらをＭ２とする)を選び,それらのねぐらを利用し

ていた個体が移動したと考えられるねぐらＭ１からはPを,Ｍ２からはLを選び,ねぐら内部の気温を測

定した.測定値より温度の収支を計算し,ねぐら場所を季節により変えることが収支のうえで有利に

なるのか否かを検証した．

まず,高槻市三好山にある山際の春ねぐらＭ１(標高170ｍ)と,Ｍ１の消滅したlか月後から初秋ま

でＭ１から2.8km離れた高槻市神峰山寺に成立した山間部の夏ねぐらP(標高250ｍ)の２つのねぐら

で,盛夏の1998年８月１日から同１８日までねぐらの内部で気温測定を行なった.次に,高槻市三好

山にある山際の秋ねぐらＭ２(標高170ｍ)とＭ２が初冬に消滅した後も維持されていた,Ｍ２から１１．５

km離れた枚方市山田池公園にある平地部の通年ねぐらＬ(標高25ｍ)の２つのねぐらで,真冬の

1998年12月２１日から1999年２月２６日までねぐらの内部の気温測定をおこなった.測定にはデータ

ロガー(TMS-50E)を用い,測定プローブは２つ使用し,地上７ｍと１１ｍの２か所に設置して２者間
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